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　組
合
広
報
紙
に
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
・
感
想
を
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。一
部

を
紹
介
し
ま
す
。 

◇
農
業
従
事
者
の
年
齢
が
高
齢

化
し
て
い
る
の
で
、
若
者
に
ど

ん
ど
ん
新
し
い
農
業
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。
（
67
歳
・
男
性
）

◇
「
新
入
学
お
め
で
と
う
」
や

「
笑
顔
で
農
業
」
の
皆
さ
ん
の

す
て
き
な
写
真
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。
（
51
歳
・
女
性
）

◇
伝
統
野
菜
を
大
切
に
守
り
育

て
て
い
る
地
域
の
方
の
努
力
と

新
た
な
発
想
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
（
58
歳
・
男
性
）

◇
今
回
の
桜
の
よ
う
な
各
地
の

名
所
や
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
料

理
な
ど
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ

て
ま
す
。
（
39
歳
・
男
性
）

◇
田
植
え
の
季
節
で
田
植
機
の

点
検
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

（
71
歳
・
女
性 

）

【
お
詫
び
】

　
前
号
「
桜
名
所
図
鑑
」
の
牧

野
公
園
（
佐
川
町
）
の
写
真
が

手
違
い
に
よ
り
個
人
宅
の
写
真

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
関
係
者
の
方
々

に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
表
紙
写
真
】

高
知
の
原
風
景
‥
「
安
並

水
車
の
里
」

　
藩
政
時
代
、
土
佐
藩
家

老
・
野
中
兼
山
が
灌
漑
用

の
用
水
路
を
開
発
し
、
そ

の
用
水
路
か
ら
水
田
に
水

を
く
み
上
げ
る
た
め
、
数

多
く
の
水
車
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

   

明
治
初
期
に
は
約
50
基
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
観
光
用
の
水
車
が

往
時
の
姿
を
伝
え
て
い
ま

す
。
周
辺
に
は
ア
ジ
サ
イ

が
植
え
ら
れ
、
観
光
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。  

丸
田
　
桂
維
（
安
芸
市
）

山
中
紀
代
子
（
安
芸
市
）

山
﨑
　
美
佐
（
高
知
市
）

浜
田
　
洋
子
（
南
国
市
）

布
　
　
陽
子
（
四
万
十
市
）

小
松
　
則
子
（
香
美
市
）

宮
地
　
敏
夫
（
土
佐
市
）

尾
﨑
　
　
幸
（
中
土
佐
町
）

山
﨑
　
涼
夏
（
四
万
十
市
）

岩
目
　
博
子
（
南
国
市
）

    

　
　
　     

（
敬
称
略
）

「
満
天
の
星
大
福
」
を
お
送

り
し
ま
し
た
。 



　
６
月
17
日
、
高
知
市
高
須

の
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ
に
お

い
て
第
２
回
通
常
総
代
会
を

総
代
１
３
２
人
中
、
１
２
6

人
（
書
面
出
席
含
む
）
の
出

席
の
も
と
、
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
高
知
県

農
業
振
興
部
・
今
西
正
和
副

部
長
、
同
協
同
組
合
指
導

課
・
井
澤
三
男
課
長
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
松
田
組

合
長
は
、
県
一
組
合
で
あ
る

「
高
知
県
農
業
共
済
組
合
」

が
昨
年
発
足
し
た
よ
う
に
全

国
的
に
一
組
合
化
が
進
展
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
収
入

保
険
の
導
入
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
も

変
革
の
時
期
が
訪
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

「
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
組
合

員
並
び
に
地
域
農
業
の
発
展

に
努
め
て
参
り
ま
す
」
と
力

強
く
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

安
芸
市
の
川
島
一
義
総
代
を

議
長
に
選
任
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
第
１
号
議
案 

平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び

剰
余
金
処
分
案
並
び
に
不
足

金
処
理
案
承
認
の
件
な
ど
、

全
11
議
案
と
付
帯
決
議
が
慎

重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、

長
年
に
わ
た
り
農
業
共
済
事

業
の
普
及
等
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
功
績
者
に
対
す
る
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

受
賞
者
４
名
の
う
ち
２
名
が

出
席
し
、
松
田
組
合
長
か
ら

感
謝
状
並
び
に
記
念
品
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
（
受
賞
者

は
３
ペ
ー
ジ
の
と
お
り 

）
。

議長を務めた川島一義総代 

変
革
の
時
代
に
も
役
職
員
一
丸
で

　
　    

農
家
・
地
域
農
業
の
発
展
を
支
援 

あいさつする松田組合長

－第２回通常総代会を開催ー 
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提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案
　
平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
剰
余
金

処
分
案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
承
認
の
件

（
参
照
）
平
成
26
年
度
事
業
実
績
表
・
収
支

決
算
（
４
ペ
ー
ジ
）

第
２
号
議
案 

組
合
共
済
規
程
一
部
改
正
承

認
の
件

第
３
号
議
案 

平
成
27
年
度
事
業
計
画
設
定

及
び
業
務
収
支
予
算
議
決
の
件

（
参
照
）
平
成
27
年
度
事
業
計
画
表
（
５
ペ

ー
ジ
）

第
４
号
議
案
　
平
成
27
年
度
事
務
費
賦
課
額

及
び
徴
収
方
法
議
決
の
件

　
賦
課
額
総
額 

２
億
２
２
４
９
万
円
。

　
徴
収
方
法 

共
済
掛
金
と
同
時
に
徴
収
。

第
５
号
議
案
　
平
成
27
年
度
役
員
、
顧
問
、

損
害
評
価
会
委
員
、
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、

損
害
評
価
員
（
班
長
）
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

の
報
酬
額
議
決
の
件

　
総
額 

４
０
７
８
万
円
以
内

第
６
号
議
案
　
平
成
27
年
度
特
別
積
立
金
取

崩
し
額
議
決
の
件

　
農
作
物
共
済
　
　
　
　
４
３
４
万
円
以
内

　
家
畜
共
済
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円
以
内

　
園
芸
施
設
共
済 

　
　  

１
２
４
万
円
以
内

第
７
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額
議
決
の

件　
借
入
額
最
高
　 

20
億
円

　
借
入
先 

余
裕
金
預
入
先
及
び
農
林
漁
業

信
用
基
金

第
８
号
議
案
　
平
成
27
年
度
余
裕
金
預
入
先

議
決
の
件

　
県
内
各
Ｊ
Ａ
及
び
Ｊ
Ａ
県
信
連
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
四
国
銀
行
、
高
知

銀
行
、
高
知
信
用
金
庫
、
幡
多
信
用
金
庫

第
９
号
議
案
　
平
成
27
年
度
無
事
戻
し
支
払

い
議
決
の
件

　
農
作
物
共
済 

６
５
５
５
戸

 

１
６
０
０
万
円

　
果
樹
共
済
　 

１
３
２
戸
・
２
１
０
万
円

　
畑
作
物
共
済 

10
戸
・
12
万
円

　
園
芸
施
設
共
済 

２
３
０
４
戸          

 

５
５
０
０
万
円

第
10
号
議
案
　
役
員
補
欠
選
任
承
認
の
件  

　
理
事
　
大
野 

彰
（
須
崎
市
） 

第
11
号
議
案
　
組
合
諸
規
則
一
部
改
正
承
認

の
件 

付
帯
決
議

　
本
総
代
会
の
決
議
事
項
の
う
ち
、
権
利
義

務
に
関
し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
誤

字
、
誤
算
の
訂
正
、
並
び
に
法
令
そ
の
他
行

政
庁
の
処
分
、
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に

よ
る
場
合
に
は
、
必
要
な
字
句
の
修
正
を
す

る
こ
と
を
組
合
長
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。 



　
６
月
17
日
、
高
知
市
高
須

の
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ
に
お

い
て
第
２
回
通
常
総
代
会
を

総
代
１
３
２
人
中
、
１
２
6

人
（
書
面
出
席
含
む
）
の
出

席
の
も
と
、
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
高
知
県

農
業
振
興
部
・
今
西
正
和
副

部
長
、
同
協
同
組
合
指
導

課
・
井
澤
三
男
課
長
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
松
田
組

合
長
は
、
県
一
組
合
で
あ
る

「
高
知
県
農
業
共
済
組
合
」

が
昨
年
発
足
し
た
よ
う
に
全

国
的
に
一
組
合
化
が
進
展
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
収
入

保
険
の
導
入
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

制
度
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
も

変
革
の
時
期
が
訪
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

「
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
組
合

員
並
び
に
地
域
農
業
の
発
展

に
努
め
て
参
り
ま
す
」
と
力

強
く
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

安
芸
市
の
川
島
一
義
総
代
を

議
長
に
選
任
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
第
１
号
議
案 

平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び

剰
余
金
処
分
案
並
び
に
不
足

金
処
理
案
承
認
の
件
な
ど
、

全
11
議
案
と
付
帯
決
議
が
慎

重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、

長
年
に
わ
た
り
農
業
共
済
事

業
の
普
及
等
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
功
績
者
に
対
す
る
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

受
賞
者
４
名
の
う
ち
２
名
が

出
席
し
、
松
田
組
合
長
か
ら

感
謝
状
並
び
に
記
念
品
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
（
受
賞
者

は
３
ペ
ー
ジ
の
と
お
り 

）
。

議長を務めた川島一義総代 

変
革
の
時
代
に
も
役
職
員
一
丸
で

　
　    

農
家
・
地
域
農
業
の
発
展
を
支
援 

あいさつする松田組合長

－第２回通常総代会を開催ー 
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提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案
　
平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
剰
余
金

処
分
案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
承
認
の
件

（
参
照
）
平
成
26
年
度
事
業
実
績
表
・
収
支

決
算
（
４
ペ
ー
ジ
）

第
２
号
議
案 

組
合
共
済
規
程
一
部
改
正
承

認
の
件

第
３
号
議
案 

平
成
27
年
度
事
業
計
画
設
定

及
び
業
務
収
支
予
算
議
決
の
件

（
参
照
）
平
成
27
年
度
事
業
計
画
表
（
５
ペ

ー
ジ
）

第
４
号
議
案
　
平
成
27
年
度
事
務
費
賦
課
額

及
び
徴
収
方
法
議
決
の
件

　
賦
課
額
総
額 

２
億
２
２
４
９
万
円
。

　
徴
収
方
法 

共
済
掛
金
と
同
時
に
徴
収
。

第
５
号
議
案
　
平
成
27
年
度
役
員
、
顧
問
、

損
害
評
価
会
委
員
、
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、

損
害
評
価
員
（
班
長
）
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

の
報
酬
額
議
決
の
件

　
総
額 

４
０
７
８
万
円
以
内

第
６
号
議
案
　
平
成
27
年
度
特
別
積
立
金
取

崩
し
額
議
決
の
件

　
農
作
物
共
済
　
　
　
　
４
３
４
万
円
以
内

　
家
畜
共
済
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円
以
内

　
園
芸
施
設
共
済 

　
　  

１
２
４
万
円
以
内

第
７
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額
議
決
の

件　
借
入
額
最
高
　 

20
億
円

　
借
入
先 

余
裕
金
預
入
先
及
び
農
林
漁
業

信
用
基
金

第
８
号
議
案
　
平
成
27
年
度
余
裕
金
預
入
先

議
決
の
件

　
県
内
各
Ｊ
Ａ
及
び
Ｊ
Ａ
県
信
連
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
四
国
銀
行
、
高
知

銀
行
、
高
知
信
用
金
庫
、
幡
多
信
用
金
庫

第
９
号
議
案
　
平
成
27
年
度
無
事
戻
し
支
払

い
議
決
の
件

　
農
作
物
共
済 

６
５
５
５
戸

 

１
６
０
０
万
円

　
果
樹
共
済
　 

１
３
２
戸
・
２
１
０
万
円

　
畑
作
物
共
済 

10
戸
・
12
万
円

　
園
芸
施
設
共
済 

２
３
０
４
戸          

 

５
５
０
０
万
円

第
10
号
議
案
　
役
員
補
欠
選
任
承
認
の
件  

　
理
事
　
大
野 

彰
（
須
崎
市
） 

第
11
号
議
案
　
組
合
諸
規
則
一
部
改
正
承
認

の
件 

付
帯
決
議

　
本
総
代
会
の
決
議
事
項
の
う
ち
、
権
利
義

務
に
関
し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
及
び
誤

字
、
誤
算
の
訂
正
、
並
び
に
法
令
そ
の
他
行

政
庁
の
処
分
、
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に

よ
る
場
合
に
は
、
必
要
な
字
句
の
修
正
を
す

る
こ
と
を
組
合
長
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。 
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ま
も
な
く
、
水
稲
共
済
の
共
済
掛
金
等
の
納

付
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
産
の
水
稲
共
済
加
入
者
に
は
、
共

済
掛
金
等
の
納
入
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
左
記
の
納
入
期
限
ま
で
に
納
入
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　
水
稲
共
済
の
細
目
書
は
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。
細
目
書
の
内
容
は
必
ず
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
作
付
け
内
容
の
変
更
や
記
載
内
容
に
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
は
８
月
10
日
ま
で
に
お
近
く
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
作
付
け
を
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

細
目
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
の
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す 

。 

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、

水
稲
の
生
育
は
順
調
で
し
ょ
う
か
。
被
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
必
ず
刈
り
取
り
前
ま
で
に
お

近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
落
雷
も
多
く
、
ハ
ウ
ス

設
備
や
家
財
道
具
へ
の
被
害
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
台
風
や
落
雷
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

た
場
合
も
速
や
か
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
被
害
が
発
生
し
て
い
て
も
、
連
絡
が
な
い
場

合
や
連
絡
が
遅
れ
た
場
合
は
、
共
済
金
の
お
支

払
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
願
い
ま
す 

。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
、

共
済
掛
金
等
を
「
口
座
振
替
」
で
納
入
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
の
適
正
運
営
と

現
金
取
り
扱
い
に
伴
う
事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め

に
「
口
座
振
替
」
へ
の
切
替
を
進
め
て
い
る
も

の
で
す
。

　
口
座
振
替
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
に
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
手
続
き
の
依
頼
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。   

　
な
お
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
方
法
に
口
座
振
替

を
指
定
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
納
入
通
知

書
に
記
載
し
て
い
る
期
日
に
振
替
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す 

。
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わが家
の
宝物

r e c i p e

食べてみんかえ 　
香
南
市
は
早
掘
甘
藷
（
さ
つ
ま
い

も
）
「
土
佐
紅
」
の
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
香
南
市
野
市
町
の
北
和
行
さ
ん

（
39
）
は
土
佐
香
美
農
協
早
掘
甘
藷
部

会
の
副
部
長
を
務
め
て
い
て
、
栽
培
歴

は
20
年
。
現
在
は
ハ
ウ
ス
を
含
む
３
５

０
㌃
で
栽
培
し
て
い
ま
す 

。

　
「
温
度
や
水
管
理
は
大
切
で
最
善
を

尽
く
し
て
い
ま
す
。
皮
ま
で
す
っ
き
り

し
た
甘
み
が
あ
り
、
焼
い
て
も
、
ふ
か

し
て
も
お
い
し
く
バ
ツ
グ
ン
。
香
南
市

の
早
掘
甘
藷
を
ぜ
ひ
食
べ
て
下
さ
い
」

と
北
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

猫
神
社

（
須
崎
市
箕
越
） 

笑顔で

農業

黒潮町

佐川町
田村　重富さん

茂子さん

　
猫
好
き
の
方
は
ご
存
知
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
須
崎
市
箕
越
に

「
猫
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。

　
須
崎
市
史
に
よ
れ
ば
、
「
江
戸

中
期
、
吾
川
郡
仁
淀
川
町
名
野
川

の
お
寺
に
赤
毛
の
大
猫
が
飼
わ
れ

て
い
た
。
夜
な
夜
な
和
尚
の
衣
を

着
て
僧
に
化
け
、
河
原
で
同
族
と

踊
り
狂
う
な
ど
悪
行
を
重
ね
た
た

め
、
同
地
区
に
追
放
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
長
年
の
愛
育
の
礼
と
し

て
、
大
猫
の
霊
力
に
よ
っ
て
和
尚

に
恩
返
し
を
果
た
し
た
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
猫
を
地
元
の
人
々
が
祀
っ

た
も
の
で
、
婦
人
の
病
や
脳
病
、

首
か
ら
上
の
病
に
ご
利
益
が
あ
る

と
い
わ
れ
、
社
内
に
は
願
解
の
猫

の
人
形
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。  

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
猫
神
社

を
紹
介
し
た
人
が
い
て
、
県
外
か

ら
も
猫
好
き
な
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
２
０
１
１
年
に
地
元
住
民
に

よ
り
改
築
さ
れ
た
神
社
は
、
須
崎

湾
の
北
東
に
位
置
し

海
抜
２
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
す
が
、
晴
れ
た

日
に
は
湾
全
体
の
眺

望
が
素
晴
ら
し
い
。

神
社
横
に
は
３
台
分

ほ
ど
の
駐
車
場
所
が

あ
り
ま
す
が
、
道
が

狭
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

も
な
い
の
で
、
車
の

運
転
に
は
ご
注
意
を
。 

　「
牛
舎
の
掃
除
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

の
で
、
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と

話
す
祖
父
の
田
村
重
富
さ
ん
、
祖
母
の

茂
子
さ
ん
は
、
水
稲
３
㌶
を
栽
培
、
乳

牛
40
頭
を
飼
育
す
る
専
業
農
家
で
す
。

　「
小
学
校
で
の
英
語
の
時
間
が
大
好

き
で
、
将
来
は
英
語
の
話
せ
る
人
に
な

り
た
い
。
僕
は
牛
舎
の
掃
除
や
牛
の
世

話
を
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、
大
き
な

牛
も
さ
わ
れ
る
よ
」
と
長
男
の
一
眞
く

ん
。

　
次
男
の
千
隼
（
ち
は
や
）
く
ん
は
、 

「
保
育
園
で
行
く
カ
ニ
捕
り
が
好
き
。

大
き
く
な
っ
た
ら
お
い
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
食
べ

た
い
か
ら
、
自
動
販
売
機

屋
さ
ん
に
な
り
た
い
」
と

元
気
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
長
女
の
紗
奈
ち
ゃ
ん
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
で

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ

る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み

だ
そ
う
で
す
。

　
３
人
は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
優
し
い
し
、
一
緒
に
図
鑑

も
見
て
く
れ
る
の
で
大
好
き
」
と
笑
顔

で
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　「
孫
は
自
分
の
子
ど
も
と
違
い
、
余

裕
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
々
の
成
長
を

感
じ
な
が
ら
一
緒
に
生
活
が
で
き
て
毎

日
楽
し
い
で
す
。
３
人
と
も
元
気
で
ケ

ガ
も
な
く
、多
少
の
悪
さ
も
し
な
が
ら
、

成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。  
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。

　
長
女
の
紗
奈
ち
ゃ
ん
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
で

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ

る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み

だ
そ
う
で
す
。

　
３
人
は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
優
し
い
し
、
一
緒
に
図
鑑

も
見
て
く
れ
る
の
で
大
好
き
」
と
笑
顔

で
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　「
孫
は
自
分
の
子
ど
も
と
違
い
、
余

裕
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
々
の
成
長
を

感
じ
な
が
ら
一
緒
に
生
活
が
で
き
て
毎

日
楽
し
い
で
す
。
３
人
と
も
元
気
で
ケ

ガ
も
な
く
、多
少
の
悪
さ
も
し
な
が
ら
、

成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。  
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宮川 　孝さん（56）
陽子さん（54）
恭誓さん（22）
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　組
合
広
報
紙
に
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
・
感
想
を
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。一
部

を
紹
介
し
ま
す
。 

◇
農
業
従
事
者
の
年
齢
が
高
齢

化
し
て
い
る
の
で
、
若
者
に
ど

ん
ど
ん
新
し
い
農
業
を
目
指
し

て
ほ
し
い
。
（
67
歳
・
男
性
）

◇
「
新
入
学
お
め
で
と
う
」
や

「
笑
顔
で
農
業
」
の
皆
さ
ん
の

す
て
き
な
写
真
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。
（
51
歳
・
女
性
）

◇
伝
統
野
菜
を
大
切
に
守
り
育

て
て
い
る
地
域
の
方
の
努
力
と

新
た
な
発
想
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
（
58
歳
・
男
性
）

◇
今
回
の
桜
の
よ
う
な
各
地
の

名
所
や
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
料

理
な
ど
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ

て
ま
す
。
（
39
歳
・
男
性
）

◇
田
植
え
の
季
節
で
田
植
機
の

点
検
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

（
71
歳
・
女
性 

）

【
お
詫
び
】

　
前
号
「
桜
名
所
図
鑑
」
の
牧

野
公
園
（
佐
川
町
）
の
写
真
が

手
違
い
に
よ
り
個
人
宅
の
写
真

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
関
係
者
の
方
々

に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
表
紙
写
真
】

高
知
の
原
風
景
‥
「
安
並

水
車
の
里
」

　
藩
政
時
代
、
土
佐
藩
家

老
・
野
中
兼
山
が
灌
漑
用

の
用
水
路
を
開
発
し
、
そ

の
用
水
路
か
ら
水
田
に
水

を
く
み
上
げ
る
た
め
、
数

多
く
の
水
車
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

   

明
治
初
期
に
は
約
50
基
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
観
光
用
の
水
車
が

往
時
の
姿
を
伝
え
て
い
ま

す
。
周
辺
に
は
ア
ジ
サ
イ

が
植
え
ら
れ
、
観
光
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。  

丸
田
　
桂
維
（
安
芸
市
）

山
中
紀
代
子
（
安
芸
市
）

山
﨑
　
美
佐
（
高
知
市
）

浜
田
　
洋
子
（
南
国
市
）

布
　
　
陽
子
（
四
万
十
市
）

小
松
　
則
子
（
香
美
市
）

宮
地
　
敏
夫
（
土
佐
市
）

尾
﨑
　
　
幸
（
中
土
佐
町
）

山
﨑
　
涼
夏
（
四
万
十
市
）

岩
目
　
博
子
（
南
国
市
）

    

　
　
　     

（
敬
称
略
）

「
満
天
の
星
大
福
」
を
お
送

り
し
ま
し
た
。 


